
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成20年 8月 30日美星町三山東大迫地内でのロケ風景 
 

平成 21 年 11 月末から３年間にわたり 12 月のＮＨＫ大河ドラマ枠で放映されている「ＮＨＫスペシャル

ドラマ『坂の上の雲』原作：司馬遼太郎氏」の美星町ロケが平成 20年 3月 25 日、平成 20年 8月 30 日の２

回にわたり行われました。 

 美星町観光協会として、エキストラの募集や当日の撮影協力、スタッフ・出演者への差し入れなどを行い

『観光の町美星・ロケの町美星』を大きくアピールいたしました。 

 当日には、当協会の会長、副会長もエキストラとして参加し、撮影現場を大いに盛り上げました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美星町ロケについて 

★美星町観光協会が全面協力いたしました★ 

ＮＨＫ総合放映スケジュール 
平成 21年【第１部】 
 ★11/29第 1回「少年の国」 
 ★12/ 6第 2回「青雲」 
 ★12/13第 3回「国家鳴動」 
 ★12/20第 4回「日清開戦」 
 ★12/27第 5回「留学生」 
平成 22年【第 2部】 
 ◆12/5第 6回「日英同盟」 
  ～◆12/26第 9回「広瀬、死す」 
平成 23年【第３部】 
  暮れ 放送 

坂川会長・井上副会長
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≪ 第１部（平成２１年末）の放映分について≫ ※美星町観光協会事務局員の独り言♪ 
 
★美星町ロケが、11/29（日）と 12/6（日）放送分(第１話・第２話)で放映されました。 
 主人公（子役さん）が松山を走っているシーンと、主人公（青年期）が海軍士官学校から松山に
帰省し駐在さんと挨拶したシーンでした。その時のロケ風景が思い出され、喜びもひとしおです。 
なんと！エンドロールにも『美星町観光協会』の文字が流れています(^_^)♪ 
すばらしいドラマに協力できたことを感謝し、さらなる人気をご祈念申し上げます♪ 

 
★またもや登場です♪12/13（日）放送分(第３話)で美星ロケ放映されました。 
主人公の父『秋山久敬』が逝去され真之が松山へ帰省したシーンです。これで第１回から第３回
分までの間、すべて星の郷美星町の豊かな自然が放映されました。物語も日清戦争突入を迎え、今
後は真之の激動の人生が語られます。続きが楽しみですね（＾－＾）。 
 
★第１部最終話、またまた登場です♪12/27（日）放送分(第５話)で美星ロケが放映されました。 
ドラマ冒頭で、主人公が正子規岡を松山へ訪ねて帰省したシーンです。人力車に乗った真之がア
ップで美星の山道を下って行かれました。ほんと、カッコ良かったですよぉ～( ^^) 
今後の放映が待ちきれませんです♪ 

 
◆なんと！ＮＨＫ出版さんの『坂の上の雲 第１部 』ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸへ 
ロケ撮影地の美星町が掲載されましたよ～♪わたくし事務局員も 
さっそく購入しました。とってもわかりやすい内容で、物語やロケ 

  地が紹介さてており、俳優さんの素敵な写真も掲載されていました。 

ロケ地案内図 

井原市美星支所 

こんな感じです 



★撮影記念樹はこちらで観れますよ★ 
 
 
 

★ＮＨＫスペシャルドラマ『坂の上の雲』原作：司馬遼太郎氏」の美星町ロケ

の際、小道脇の木として使用した『松』を“ＮＨＫロケ記念樹”とし、現在、中

世夢が原（美星町大倉地内）へ移転しています。中世夢が原は、同じくＮＨＫの

ロケ地として『大河ドラマ“武蔵”』を撮影していただいた場所でもあります。ロ

ケの町・美星、観光の町・美星として、皆様をお迎えするための中心的役割を担

っており、星の郷美星のすばらしさが体験できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロケ記念樹案内図 

中世夢が原 

ロケ地 《撮影風景》 

記念樹移転後のロケ地 

現在の記念樹（中世夢が原） 


